
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年１０月 

古賀市 

 

 



 

 

Ⅰ．調査概要 

 

１．調査目的 

 障がい者が、地域で自立し、安全で安心して生活できる環境づく

りをすすめるとともに、平成２６年度中に策定する「古賀市障害者

基本計画」に反映するため。 

 

２．実施方針 

今回の調査は、福祉サービスを受けている身体・知的・精神等の

障がい者・児について意識調査を実施し、意識を把握する。 

３．調査地域 

古賀市 

４．調査の対象 

（１）障がい種類別 

・身体障害者    ７９人 （２３％） 

・知的障害者   １３７人 （４１％） 

・精神障害者    ７１人 （２１％） 

・障がい児     ５２人 （１５％） 

合計   ３３９人 



 

 

ただし、重複障がいの人がいるため、対象者実数は３２２人。 

（２）調査方法 

対象者に対して、アンケート調査票を発送あるいは訪問による聞

き取りとした。発送にあたっては、アンケート調査票に依頼文及び

返信封筒を同封して発送した。その後、平成２６年９月３０日まで

に回収された有効調査票について集計作業を行った。 

（３）回収状況 

対象者３２２人に対して回収されたアンケート調査票は、１５８

件であり、回収率は４９％であった。 

 

５．調査結果利用上の留意事項 

・パーセントは、小数点以下を四捨五入している。 

・１つだけの回答設問に対して２つ以上の回答をしている場合につ

いては、小さい番号を有効回答とした。 

・回答する設問において、複数回答や解答がない場合も多々あった

ため、各設問に対して有効に回答があったもの全体を１００％と

する表示としている。 
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Ⅱ．調査結果 

１．回答者の属性 

 

・「２０代」「３０代」「４０代」で全体の６０％を超える。 

・男性と女性の割合は５６％、４４％となっている。 

・居住地域は、花見校区のみ７％と低い。 

・同居者は、「父母・祖父母・兄弟」が半分以上（５１％）を占め、

配偶者、子どもと続く。 

① 年齢 

 

② 性別 

 

③ 居住地域 

6% 7% 
21% 21% 19% 

12% 12% 
3% 0%

10%

20%

30%

～９歳 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 

図１－１ 年齢 

56% 44% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

図１－２ 性別 

男性 

女性 
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④ 同居者 

 

 

 

２．日常生活について 

 

・一人で出来るもので最も高いものが「家の中の移動」で７９％を

占め、最も低いものは「お金の管理」で２９％となっている。 

・一部介助では、「家族以外の意思疎通」が４２％と最も高く、全部

介助になると「お金の管理」が４３％と最も高くなる。 

・介助してくれる人を尋ねると「父母・祖父母・兄弟」が５５％と

最も高い。 

17% 14% 10% 10% 14% 17% 12% 7% 
0%
5%

10%
15%
20%

図１－３ 居住地域 

51% 13% 10% 5% 20% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

図１－４ 同居者 

父母・祖父母・兄弟 

配偶者（夫または妻） 

子ども  

その他 

いない 
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① 日常生活について 

 

② 介助者 

 

69% 

71% 

57% 

63% 

50% 

79% 

31% 

42% 

29% 

35% 

21% 

15% 

25% 

22% 

35% 

11% 

41% 

42% 

28% 

28% 

10% 

14% 

18% 

14% 

15% 

10% 

28% 

16% 

43% 

37% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事 

トイレ 

入浴 

衣服の着脱 

身だしなみ 

家の中の移動 

外出 

家族以外の意思疎通 

お金の管理 

薬の管理 

図２－１ 日常生活について 

ひとりでできる 

一部介助が必要 

全部介助が必要 

55% 10% 7% 28% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図２－２ 介助者 

父母・祖父母・兄弟 

配偶者（夫または妻） 

子ども  

ヘルパーや施設職員 
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３．障がいの状況について 

３－１ 各手帳の所持状況について 

・身体障害者手帳の所持状況を見ると、「１級」と「２級」をあわせ

た重度の割合が３８％となっている。 

・主たる障がいでは、「肢体不自由（上肢）」「肢体不自由（下肢）」「肢

体不自由（体幹）」で７３％を占める。 

・療育手帳の所持状況をみると、「A 判定」が３４％、「B 判定」が

２８％となっている。 

・精神障害者保健福祉手帳の所持状況をみると、「２級」が２０％、

「３級」が７％、「１級」が３％となっている。 

① 身体障害者手帳所持状況 

 

① －１主たる障がいについて 

24% 
14% 

3% 3% 1% 1% 

53% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

図３－１ 身体障害者手帳所持状況 
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② 療育手帳所持状況 

 

③ 精神障害者保健福祉手帳所持状況 

 

３－２ 各障がいについて 

・難病については、認定を「受けている」が７％である。 

・発達障害については、診断を「受けている」が３３％である。 

11% 
3% 2% 

14% 

34% 
25% 

12% 
0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%

図３－２ 主たる障がい 

34% 28% 37% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

図３－３ 療育手帳所持状況 

A判定 

B判定 

持っていない 

3% 20% 7% 70% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図３－４ 精神障害者保健福祉手帳所持状況 

１級 

２級 

３級 

持っていない 
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・高次脳機能障害は、診断を「受けている」が１５％である。 

・現在の受けている医療ケアは、「服薬管理」が５０％と最も高い。 

・機能回復訓練についての今後の希望では、「家庭から施設に通って

受けたい」が最も高く３６％を占めている。 

④ 難病について 

 

⑤ 発達障害について 

 

⑥ 高次脳機能障害について 

 

7% 93% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

図３－５ 難病の認定について 

受けている 

受けていない 

33% 67% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図３－６ 発達障害の診断状況 

診断ある 

診断ない 

15% 85% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

図３－７ 高次脳機能障害の診断状況 

診断ある 

診断ない 
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⑦ 医療ケアについて 

 

⑧ 機能回復訓練（リハビリ）について 

 

３－３ 精神障害について 

・通院状況をみると、「指示通りに通院している」が７３％を占める。 

・入院状況をみると、「入院の経験あり」が５０％である。 

・地域社会で必要な支援では、「周囲」では、「家族や親戚、知人」

が３０％と最も高く、「医療」では、病院や診療所での「精神科デ

3% 6% 8% 3% 3% 1% 0% 1% 0% 0% 

50% 
26% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

図３－８ 医療ケアについて 

12% 

36% 

12% 4% 2% 5% 1% 7% 
22% 

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%

図３－９ 機能回復訓練について 
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イケアなど」が２２％と高い。 

・今後、どのような住まいが必要かと尋ねると、「家族と同居」が３

７％と最も高く、どのような日中の活動の場が必要かでは、地域活

動支援センターなどの障がい者が「自由に過ごすことが出来る場」

が２４％も最も高くなっている。 

⑨ 精神障害について 

・通院状況 

 

・入院状況 

 

73% 7% 10% 10% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図３－１０ 精神障害通院状況 

指示通りに通院 

不規則で通院 

通院せず 

入院中 

6% 50% 40% 4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図３－１１ 精神障害入院状況 

現在入院中 

入院の経験あり 

入院の経験なし 

わからない 
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・地域社会の支援状況「周囲」 

 

・地域社会の支援状況「医療」 

 

・地域社会の支援状況「生活の場」 

 

30% 

6% 6% 10% 16% 12% 
4% 

11% 6% 0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%

図３－１２ 精神障害地域社会の支援 

22% 

9% 
5% 

11% 
3% 3% 5% 

10% 8% 

24% 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

図３－１３ 精神障害医療支援 

9% 

37% 
20% 16% 

5% 3% 9% 0%

10%

20%

30%

40%

図３－１４ 精神障害生活の場 
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・地域社会の支援状況「日中活動の場」 

 
 

 

４．住まい、暮らしについて 

・現在の暮らしでは、「家族と暮らしている」が７６％を占める。 

・将来の地域生活では、「今のまま生活したい」が６９％と最も高く

なっている。 

・地域で生活するためにあればよいと思う支援では、「必要な在宅サ

ービスの利用」が２６％と最も高く、「経済的な負担軽減」が１７％、

「住居の確保」と「地域住民等への理解」がともに１４％と続く。 

① 現在の暮らし 

 

8% 
18% 18% 

2% 
10% 

24% 

1% 2% 
16% 

0%
5%

10%
15%
20%
25%

図３－１５ 精神障害日中活動の場 

6% 76% 6% 11% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図４－１ 現在の暮らし 
一人で暮らしている 

家族と暮らしている 

グループホームで暮らす 

福祉施設で暮らす 

病院に入院している 
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② 将来の地域生活について 

 

③ 地域で生活するためにあればよいと思う支援 

 
 

５．日中活動や就労について 

５－１ 日中活動について 

・外出頻度をみると、「毎日外出する」（４２％）と「１週間に数回

外出する」（４０％）をあわせると８割を超える。 

・外出する際の同伴者は、「父母・祖父母・兄弟」が４５％となって

おり、次いで「１人で外出する」が３１％となっている。 

69% 19% 8% 4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図４－２ 将来の生活について 
今のまま生活したい 

グループホームなどを利用し

たい 
家族と一緒に生活したい 

一般の住宅で一人暮らしをし

たい 

8% 
14% 

26% 

10% 
17% 

12% 14% 

1% 0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

図４－３ 地域生活での支援 
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・外出目的は、「医療機関への受診」が２６％と最も高く、「買い物

に行く」が２４％、「通勤・通学・通所」が２０％と続く。 

・外出の時困ることでは、外出時の「困った時どのようにしてよい

か心配」が１５％、「階段・段差が多い」１４％、「外出にお金が

かかる」１３％、「公共交通機関」１０％の順に高い。 

・平日の過ごし方では、「福祉施設等に通っている」が４６％で飛び

抜けて高くなっている。 

① 外出頻度 

 

 

② 外出の際の同伴者 

 
 

42% 40% 16% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図５－１ 外出頻度 
毎日外出する 

１週間に数回外出する 

めったに外出しない 

まったく外出しない 

45% 7% 16% 31% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図５－２ 外出の際の同伴者 
父母・祖父母・兄弟 

配偶者 

子ども 

施設などの職員 

その他の人 

一人で外出する 
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③ 外出目的 

 

 

④ 外出する時困ること 

 

20% 

6% 

26% 24% 

7% 5% 4% 
8% 

0% 0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

図５－３ 外出目的 

10% 
8% 

14% 

9% 10% 
7% 

13% 
9% 

0% 

15% 

5% 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

図５－４ 外出の時困ること 
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⑤ 平日日中の過ごし方 

 

５－２ 就労について 

・仕事については、「悩んでいる」が５２％と半分ぐらいの人が仕事

に悩んでいる。 

・悩んでいることは何かを尋ねると「収入が少ない」が３７％と「職

場でのコミュニケーションが上手く取れない」が１７％とあわせ

ると５０％を超える。 

・収入を得る仕事がしたいかでは、「仕事をしたい」が４９％であり、

「仕事が出来ない」も４３％となっている。 

・仕事をするところでは、「民間企業など」と家から通える「就労支

援施設など」がともに３５％と高くなっている。 

・職場体験については、「受けたい」が４２％で、「すでに受けてい

る」３３％であわせて７５％となっている。 

8% 0% 3% 

46% 

3% 1% 
14% 12% 

0% 6% 4% 2% 1% 0%
10%
20%
30%
40%
50%

図５－５ 平日日中の過ごし方 
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・必要な就労支援では、「勤務日数等の配慮」が１７％と最も高く、

「職場の障がい者への配慮」と「上司や同僚の理解」が１６％と

続く。 

⑥ 仕事上での悩み 

 

 

⑦ 仕事をする時悩んでいること 

 

52% 48% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図５－６ 仕事上での悩み 

仕事で悩んでいる 

仕事で悩みはない 

37% 

3% 3% 3% 7% 

17% 
10% 

0% 
7% 

13% 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

図５－７ 仕事上悩んでいること 
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⑧ 収入を得る仕事について 

 

⑨ 仕事場について 

 

⑩ 職場体験について 

 

49% 8% 43% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図５－８ 収入を得る仕事 

仕事をしたい 

仕事はしたくない 

仕事ができない 

35% 35% 6% 14% 10% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図５－９ 仕事場について 

民間企業など 

就労支援施設など 

施設入所など 

在宅での仕事 

その他 

33% 42% 25% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

図５－１０ 職場体験について 

すでに受けている 

受けたい 

受けたくない 
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⑪ 必要な就労支援 

 

 

 

６．障害福祉サービス等の利用について 

・現在、利用しているサービスで最も高いものは、「相談支援」で３

３％となっており、「就労継続支援」が２６％、「就労移行支援」２

０％と続く。 

・今後利用したいサービスで最も高いものは、「相談支援」で７６％

となっており、次に「自立訓練」と「就労継続支援」が５６％、「就

労移行支援」が５２％で５０％を超える。 

① 現在、利用しているサービス（Ｐ２９ 図６－１） 

② 今後利用したいサービス（Ｐ２９ 図６－２） 

 

７．相談相手について 

11% 
5% 

17% 

4% 

16% 16% 
10% 12% 

0% 
8% 

1% 0%

5%

10%

15%

20%

図５－１１ 必要な就労支援 
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・普段、悩みや困ったことを相談する相手を尋ねると、「家族や親戚」

が２８％と最も高く、「施設の指導員」が１９％と高くなっている。 

・障がいのことや福祉サービスの情報源については、「家族や親戚、

友人･知人」と「インターネット」が１７％と最も高く、「事業所

の人や施設職員」１４％、「行政機関の広報誌」１１％の順に高く

なっている。 

① 普段の相談相手 

 

② 福祉サービスの情報源 

 

28% 

10% 11% 
3% 

19% 
4% 2% 

12% 
0% 1% 3% 2% 4% 2% 0%

5%
10%
15%
20%
25%
30%

図７－１ 普段の相談相手 

9% 11% 
17% 17% 14% 

7% 8% 
3% 0% 4% 4% 4% 1% 0%

5%

10%

15%

20%

図７－２ 福祉サービスの情報源 



 

19 
 

８．権利擁護について 

・障がいがあることで差別を受けたり嫌な思いをした経験を尋ねた

ところ、「ある」と「少しある」と回答した人が７５％となってい

る。 

・差別を受けたり嫌な経験をした場所では、「外出先」が３３％で最

も高く、「学校・仕事場」２５％、「住んでいる地域」１７％と高く

なっている。 

・成年後見制度の認知について、「名前も内容も知っている」が３０％

となっている。 

① 障がいで差別を受けた経験 

 

 

 

 

② 差別を経験した場所 

50% 25% 25% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図８－１ 差別の経験 

ある 

少しある 

ない 
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③ 成年後見制度について 

 

 

９．災害時の避難等について 

・災害時に１人で避難出来るかについて尋ねたところ、「できない」

が５４％となっている。 

・災害時に近所にあなたを助けてくれる人がいるかを尋ねたところ、

「いない」が５０％であった。 

・災害時に困ることを尋ねたところ、「避難場所の設備や生活環境が

不安」が１８％と最も高く、「迅速に避難することが出来ない」が

１７％、「周囲とのコミュニケーションが取れない」１５％と高い。 

25% 
9% 

33% 

5% 10% 17% 
1% 0%

10%

20%

30%

40%

図８－２ 差別を経験した場所 

30% 29% 41% 
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図８－３ 成年後見制度について 
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名前を聞いたが、内容は知
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① 災害時、自身単独避難 

 

② 災害時、介助者の有無 

 

③ 災害時、困ること 

 

18% 54% 28% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図９－１ 災害時、自身単独避難 

できる 

できない 

わからない 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

図９－２ 災害時、介助者の有無 

いる 

いない 

わからない 

13% 

3% 
7% 

13% 
17% 

12% 
15% 

18% 

0% 1% 0%
2%
4%
6%
8%

10%
12%
14%
16%
18%
20%

図９－３ 災害時、困ること 
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１０．生活全般について 

・地域で行われる行事や余暇活動に参加しようとした場合、その妨

げは何かと尋ねると、「一緒に活動する友人・仲間がいない」が２

５％と最も高く、「コミュニケーションが難しい」が１６％、「ど

のような活動が行われているか知らない」が１４％の順に高くな

っている。 

・今の生活で不満なことや心配なこと、悩んでいることでは、「健康

上のこと」が２４％と最も高く、「経済的なこと」が１５％、「老

後のこと」１２％、「意思疎通が十分に出来ない」１１％の順に高

くなっている。 

① 余暇活動参加の妨げ 

 

14% 11% 

25% 

4% 4% 
9% 

16% 

4% 0% 2% 0% 1% 2% 
8% 
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図１０－１ 余暇活動参加妨げ 
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② 今の生活での悩みごと 

 

 

 

１１.行政に対して注力して欲しいこと 

障がい者・児福祉のために、行政に対して、特に力を入れて欲しい

と思われることを各分野ごとに尋ねる。 

 

① 保健・医療について 

・保健・医療について、「事故や病気により障がい者となった人のリ

ハビリを充実する」が２７％と最も高く、「障がいに応じてきめ細

かな医療を受けられる医療体制を整備する」が２５％と高くなっ

ている。 

15% 
8% 

24% 

9% 7% 
4% 5% 

12% 
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0% 1% 0%

5%

10%

15%

20%
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図１０－２ 今の生活での悩みごと 
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② 教育について 

・教育について、「障がい者・児の正しい理解のため、教育の充実と

交流の促進を図る」が４４％と最も高く、次いで「特別支援学校や

特別支援学級卒業後の進路指導の充実を図る」２１％となっている。 

 

③ 生活基盤について 

・生活基盤について、「乗り物の運賃割引制度の充実を図る」が２５％

と最も高く、年金、手当等の増額や税負担軽減など「所得保障の充

実」が２１％、保護者が病気などの場合に預かる「短期入所等の制

度の充実」１５％と高くなっている。 
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図１１－１ 保健・医療について 
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図１１－２ 教育について 
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④ 生活環境について 

・生活環境については、エレベーターや障がい者用トイレなどの「障

害施設の案内情報の充実」が５０％と半数を占める。 

 

⑤ 文化・スポーツについて 

・文化スポーツ活動では、気軽に参加出来る「文化、スポーツ行事

の充実」が５２％と５０％を超える。 
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図１１－３ 生活基盤について 
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図１１－４ 生活環境について 
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⑥ 啓発活動について 

・啓発活動については、ボランティアや地域の福祉活動の体制を強

化し、「地域で支え合い、助け合う仕組みづくり」が４８％と最も

高くなっている。 

 

⑦ 施設や建物について 

・施設や建物の整備については、通所して「生活や訓練を行う施設」

が３０％と最も高く、「職業訓練のための施設」と「入所して生活や

訓練を行う施設」、「地域で身近に利用できる施設」が１２％と高く

なっている。 
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図１１－５ 文化・スポーツについて 
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図１１－６ 啓発活動について 
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１２ ご意見について 
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図１１－７ 施設や建物について 
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図６－１ 現在利用しているサービス 
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図６－２ 今後利用したいサービス 


